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発表の流れ

• 1：MT5とは

• 2：チャート

• 3：ストラテジーテスター

• 4：実行結果
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MT5

• MetaTraderはロシアのMetaQuotesSoftware社（メタクォーツ
ソフトウェア社）が開発した無料で使える高機能FXトレードソ
フトである。

• ドル円やユーロドルなどの為替のデータが蓄積されている。
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チャート

• チャートとは、株式などの相場
の動向をグラフに表したもので
ある。

• MT5には、「バーチャート」
「ラインチャート」「ローソク
足チャート」など様々なチャー
トがある。

• 右の図は、MT5上のローソク足
チャートの例である。
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ローソク足

• ローソク足は下の図のように作られる。

• 始値はローソク足の作られ始めの値、高値と安値は始値から終
値までの最高値と最低値、終値はローソク足の作り終わりの値
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ストラテジーテスター

• ストラテジーテスターとは、自動売買等を始める際に、エキス
パートアドバイザーを過去のデータを用いて、事前にテスト
(バックテスト)するものである。

• エキスパートアドバイザーとは、主に自動売買を行うときに用
いるもので、ストラテジー(投資戦略)がプログラムされている。

• プログラミング言語としては、MQL5が採用されていて、
C/C++と似ている。
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Moving Average

• MT5に基本装備されているエキスパートアドバイザーである。

• Moving Averageには、ストラテジーに関わる次の4つのパラ
メータがある。

• MaximumRisk(最大投資リスク)、DecreaseFactor(負けトレー
ド回数によってロット数を下げる減少係数)、MovingPeriod(移
動平均期間)及びMovingShift(移動平均のシフト値)である。
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パラメータの最適化

• MT5に蓄積された過去のデータを用いてMoving Averageのパ
ラメータを最適化できる。

• MT5に備わっている最適化の手法としては、全通りを調べる完
全アルゴリズムと、結果としてよかったパターンを用いる遺伝
的アルゴリズムがある。

• 当然、そのパラメータを用いて同じデータをバックテストする
と、利益が出る。

• しかし、他のデータでは、利益が出るとは限らない。
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ストラテジーテスターを使う(1)

• 今年の1月から4月6日までのドル円チャートのデータを用いて、
Moving Averageのパラメータの最適化を行った。

• 下図が最適化結果の一部であり、結果の良い順番に並べ替えた
ものである。
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ストラテジーテスターを使う(2)

• 図は、最適化したパラメータを用いて、同じデータをバックテ
ストした結果である。
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ストラテジーテスターを使う(3)

• 図は、最適化したパラメータをそのままにして、ほかのデータ
のバックテストの結果である。
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今後の課題

• どういったストラテジーがあるか調べ、実装し試してみる。
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